
更新日：令和7年12月22日

〇この一覧は大学に募集案内が届いた奨学金のうち、主に学部生ならびに留学生を対象とした奨学金一覧です。大学院生については、大学院事務室へお尋ねください。

〇各奨学金の詳細は、本学ポータルシステム(UNIPA)の掲示板でお知らせしています。UNIPAならびに各財団の募集要項を必ず確認したうえで手続きを進めてください。

○大学独自の奨学金(肥後銀行国際交流奨学金<6月>、第二部学生有職者奨学金<6月>、田島司郎国際奨学基金<11月>)は、本学ポータルシステム(UNIPA)の掲示板でお知らせしています。

〇他にも大学に情報提供されない地方公共団体や民間の企業・財団が運営する奨学金もありますので、各自で奨学団体に直接お問い合わせください。

〇日本学生支援機構の奨学金を希望する場合、別途UNIPAでお知らせをお送りしていますので、そちらをご確認ください。

〇留学する日本人を対象に外国政府等が実施している奨学金については、日本学生支援機構が運営する「海外留学情報サイト」にて各自ご確認ください。 「海外留学情報サイト」

　問い合わせ先：熊本学園大学　学生課(096-372-7279/平日8:45~17:15)

管理

番号
奨学団体名 主な条件等

月額(年額)

受給期間
募集人数

応募用紙

入手方法
申請方法 締切

R7-55 長嶺財団

・沖縄県に縁のある者（本人または保護者が沖縄県に住民票を有する

者）

・国内の専門学校・大学・大学院に在籍する日本国籍の学生

・ 経済的理由により修学の継続が困難な者

・ 将来社会に有益な活動を目指す者

・ 学業成績が優秀な者（GPA2.4以上、または高等学校評定平均3.5以上

等）

【給付】

月額360,000

【期間】

2026年1月~2026年

12月

最大8名
財団ホームページよ

りダウンロード
直接申請 12月26日

R7-54 先端教育奨学金

・ 日本国籍を有すること

・ 専門職大学院に進学した新 1 年生であること

・ 2 年制以上の課程に学ぶ者であること

・ 応募締切日時点で年齢 35 才以下であること

・ 経済的な理由により学費の支弁が困難であること

・ 就学状況及び生活状況について適時報告できること

【給付】

年額480,000

【期間】

2年間（1月下旬に

年額を一括給付）

全国で10名
財団ホームページよ

りダウンロード
直接申請 11月30日

令和7年度 各種奨学団体奨学生募集一覧

https://ryugaku.jasso.go.jp/scholarship.html


R7-53 セントケア奨学財団

・2026年4月時点で、日本国内の大学(短大含む)または大学院に就学す

る学生（ただし、大学生は2年生以上とする）

・福祉または介護分野を専攻している学生

介護・福祉分野で応用可能なICTや人工知能（AI）等の先端的技術分野

を専攻している学生

・日本国籍を有していること

・学業意欲旺盛、品行方正、健康でありながら、経済的理由等により修

業困難な学生

【給付】

月額20,000

【期間】

2026年4月から1年

間

全国で30名

程度

財団ホームページよ

り確認

学生課へ相談

※手続きについて説

明します

11月28日

R7-52 木下勇記念奨学金

・ 日本国籍を有すること

・ 九州地方に所在する大学に在籍する学部3年生であること

・ 応募締切日時点で年齢25才以下であること

・ 経済的な理由により学費の支弁が困難であること

・ 就学状況及び生活状況について適時報告できること

【給付】

年額480,000

【期間】

2年間（1月下旬に

年額を一括給付）

九州で10名
財団ホームページよ

りダウンロード
直接申請 11月30日

R7-51
坪井一郎・仁子

学生支援プログラム

【在留資格】

日本に住んでいる外国にルーツをもつ学生で、2026年4月に日本の大学

に通学中(3年生以上)、または大学院に在籍・進学見込みで、以下のa ま

たはb に該当する方

a) 難民とその子など、本人／親が難民またはそれに準ずる背景により来

日した方

b) 原則として「定住」「永住」の在留資格をもつ方

※1 既に日本国籍になった方も含む　※2 在留資格が「留学」の方は対

象外

【学校】

支給年度に大学3年生以上または大学院在籍の方

（4月に大学3年生になる人や、大学院に入学予定の人も応募できます）

【経済状況】

経済的な理由で、学業の継続が難しい方

【給付】

〇学部生

年額50~100万

〇大学院生

年額60~120万

【期間】

2026年4月~2027年

3月

全国で15名

程度

法人ホームページよ

りダウンロード
直接申請 11月15日

R7-50 ほしのわ奨学金
商学部商学科、経済学部経済学科１～3年(ただし、指定された他

大学の工学、情報学分野に編入する場合も申請できる場合有)

【給付】

月額30,000円

全大学で

15～20名程度

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 11月14日

R7-49 再春館くまもと奨学金
・学業成績が優秀であること

・申請者の生計を維持する世帯の世帯年収が700万円以下であること

【貸与】

月額50,000円

熊本県内で

10名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 10月31日



R7-48 鎌田記念財団

・日本国籍を有し、学資の援助をすることが必要であると認めら

　れる者

・将来社会的に有益な活動を目指す者

・学業成績が優秀であること（下記のいずれかに該当すること）

　在校生の場合、大学入学時から直近までの学業成績において、

　GPA(平均成績)が2.4以上であること

　新入生の場合、高等学校等における評定平均が3.5以上である

　こと

　高等学校卒業程度認定試験の合格者であること

・物流・ロジスティクスに関連する科目を履修できる学科に在籍

　していること

【給付】

年額360,000円
全国で27名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 12月26日

R7-47
平和中島財団

外国人留学生奨学金

・応募時に本学に在籍する外国籍を有する学生で、2026年4月に

　本学の正規課程に在籍予定の者

・在留資格が「留学」である者

【給付】

学部　　月額12万円

大学院　月額15万円

大学より学部、

大学院1名ずつ

推薦

学生課窓口にて

受け取り
学生課へ提出 10月6日

R7-46 ロータリー米山記念奨学生

・2025年4月に以下の課程・学年に在籍予定であり、学位取得を

　目的としている者

　（大学院）修士１・２年、博士２・３年

　（学部）　３・４年

・日本以外の国籍を有し、在留資格が「留学」の者

・45歳未満の者（1981年4月2日以降に生まれた者）

・ロータリー米山記念奨学生の期間中に他の奨学金を受ける予定

　のない者(※一部奨学金を除く)

【給付】

月額100,000円

もしくは140,000円

数名

（学内選考あり）

学生課窓口にて

受け取り
学生課へ提出 9月26日

R7-45 黒木育英奨学金

・学部3年生でGPAが3.0以上であること

・両親又は片親がいない世帯に属していること

・経済的な理由により学費の支弁が困難であること

・就学状況及び生活状況について適時報告できること

【給付】

年額480,000円
全国で10名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 9月30日

R7-44
沖縄県国際交流

・ 人材育成財団

・両親又はいずれかが沖縄県内に住民登録している者

・学業、人物ともに優秀で、かつ経済的理由により学資の支弁が

　困難な者

・他の貸与奨学金を受けていない者

【貸与】

月額60,000円

全国で19名

程度予定

財団ホームページよ

りダウンロード
直接申請 10月3日

R7-43

【本学独自】

第二部学生有職者

奨学金

・第二部学生有職者で、学業成績が優秀で経済的に修学困難な者。

・主たる家計支持者の年間収入額が給与所得者で841万円以下、

　給与所得者以外で355万円以下の者。

【給付】

年額240,000円
若干名

ポータルシステム掲示

板よりダウンロード
学生課へ提出 7月25日



R7-42
熊本市奨学生

（家計急変等）

・火災、風水害、破産、失職、死亡、入院、離婚等による家計急変

　事項に該当するもの

・熊本市内に居住する方の被扶養者であること

・国、他の地方公共団体等からの貸与奨学金またはこれと同等の貸

　付を受けていない者

【貸与】

月額51,000円

もしくは25,500円

ー 熊本市の窓口等 直接申請
令和8年

2月27日

R7-41

【本学独自】

肥後銀行国際交流

奨学基金

学業・人物ともに優れ、かつ留学生活を続けていくうえで、経済的援助

を必要とする私費外国人留学生、 および海外へ長期留学する日本人学生

【給付】

月額30,000円
2名採用予定

学生課窓口にて

受け取り
学生課へ提出 6月23日

R7-40 ジェイリース奨学基金 視覚に障がいのある方
【給付】

年額600,000円
全国で5名程度

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 9月19日

R7-39 交通遺児育英会
・保護者等が道路における交通事故で死亡したり、重い後遺障害

　のため働けなくなったりし、経済的に就学困難な学生であること

【貸与(一部給付)】

〇学部生

月額4万円～6万円

〇大学院生

月額5万円～10万円

〇学部生

全国で300名

〇大学院生

全国で20名

育英会ホームページ

からダウンロード

学生課へ提出後

直接申請

※詳細はUNIPAを確認

10月31日

R7-38 重田教育財団奨学金

・日本国籍を有しており、海外の大学又は大学院への入学が決定

　している者

・学位取得を目的とする2年以上の正規留学が対象

　 (語学留学・短期留学等は対象外)

【給付】

月額200,000円
全国で5名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 6月30日

R7-37 宮崎県奨学会

・宮崎県に本籍を有する者、又は本人の主たる生計維持者が宮崎

　県内に居住している者

・学部1年生

・宮崎県の教員を志望する者

【貸与】

月額25,000円

 ※返済免除制度有

5名程度
ポータルシステム掲示

板よりダウンロード
学生課へ提出

7月14日
（免除型に申請

の場合6月13日）

R7-36 平石教育財団
・学部1年生

・世帯所得300万円以下である者（年収目安約430万円）

【給付】

年額360,000円
全国で10名程度

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 6月13日

R7-35
米濱・

リンガーハット 財団

・鳥取県、長崎県内の高等学校等を卒業した学部2年生以上、大学院

　生

【給付】

月額20,000円

全国で10名

～20名程度

財団ホームページ

よりダウンロード
学生課へ提出 5月28日

R7-34
JEES日本語教育普及

奨学金

・日本国際教育支援協会が令和6年度に実施した日本語教育能力検定

　試験に合格した者。

【給付】

月額50,000円
全国で30名程度

協会ホームページ

よりダウンロード

学生課へメール

と直接提出
5月23日

R7-33 岡本育英奨学金

・商学部、経済学部の3年生

・経済的理由により学費の支弁が困難であること

・就学状況及び生活状況について適時報告できること

【給付】

年額480,000円
全国で10名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 5月31日



R7-32 朝鮮人奨学生

・在日朝鮮人学生(国籍不問。本国からの留学生を除く)が対象

・成績が優良で、かつ学資の支弁が困難な者

・指定行事に積極的に参加する意志のある者

【給付】

年額20万円（2年生以上）

年額16万円（1年生）

ー
財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 5月31日

R7-31 川尻育英奨学金

・商学部、経済学部の3年生

・経済的理由により学費の支弁が困難であること

・就学状況及び生活状況について適時報告できること

【給付】

年額480,000円
全国で10名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 5月31日

R7-30 ONOKEN財団
・学業やスポーツに前向きにチャレンジしている学生

・財団が企画する行事への参加に協力することができる学生

【給付】

月額50,000円
全国で12名程度

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 5月31日

R7-29 オークネット奨学金

・商学部、経済学部の3年生

・経済的理由により学費の支弁が困難であること

・就学状況及び生活状況について適時報告できること

【給付】

年額480,000円
全国で20名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 5月31日

R7-28 マリモ奨学金

・商学部、経済学部の3年生

・経済的理由により学費の支弁が困難であること

・就学状況及び生活状況について適時報告できること

【給付】

年額480,000円
全国で10名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 5月31日

R7-27 LPC奨学金

・商学部、経済学部の3年生

・経済的理由により学費の支弁が困難であること

・就学状況及び生活状況について適時報告できること

【給付】

年額480,000円
全国で10名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 5月31日

R7-26 杉山育英奨学金

・商学部、経済学部の3年生

・経済的理由により学費の支弁が困難であること

・就学状況及び生活状況について適時報告できること

【給付】

年額480,000円
全国で10名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 5月31日

R7-25 青木仁志啓育財団

・商学部、経済学部の3年生

・経済的理由により学費の支弁が困難であること

・就学状況及び生活状況について適時報告できること

【給付】

年額480,000円
全国で10名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 5月31日

R7-24 加瀬奨学会

・商学部、経済学部の3年生

・経済的理由により学費の支弁が困難であること

・就学状況及び生活状況について適時報告できること

【給付】

年額480,000円
全国で10名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 5月31日

R7-23 藤岡記念教育財団

・商学部、経済学部の3年生

・経済的な理由により学費の支弁が困難であること

・就学状況及び生活状況について適時報告できること

【給付】

年額480,000円
全国で10名

財団ホームページ

よりダウンロード
直接申請 5月31日

R7-22
宮崎島県保育士

修学資金貸付

・卒業後、宮崎県内において保育士等として児童の保護等に従事す

　る意思がある方

・成績優秀で家庭の経済状況等から貸付けが必要と認められる方

【貸与】

月額50,000円以内

※就職準備金、入学準

備金等も有

※返済免除制度有

ー
協議会ホームページ

よりダウンロード

学生課へ提出した

後、直接申請
9月30日



R7-21 あしなが育英会
・保護者が、病気や災害、自死などで死亡または障がい認定を受け

　ていて、経済的な援助を必要としている家庭であること

【貸与】

月額40,000円

もしくは50,000円

全国で

200名程度

育英会ホームページ

からダウンロード

学生課へ提出後

直接申請

※詳細はUNIPAを確認

5月7日

R7-20
日本国際教育支援協会

JEES

・学部2年次以上、修士課程ならびに博士課程に在籍する私費外国人

　留学生

・学業成績優秀 (令和6年度の成績評価係数が原則として2.60以上) で

　ある者

【給付】

月額40,000円

学内から1名推薦

（学内選考有）

協会ホームページ

からダウンロード

学生課へメール

で提出
5月12日

R7-19 熊本県育英資金

・主たる生計支持者が熊本県内に居住していること

・学資の支弁が困難であると認められること

・他団体から学資の貸与を受けていないこと（給付との併給は可）

【貸与】

月額35,000円
ー

県教育委員会

ホームペー ジから

ダウンロード

学生課へ提出 6月12日

R7-18
鹿児島県保育士修学

資金貸付制度

・子ども家庭福祉学科の者で、卒業後、鹿児島県内の保育施設等で

　保育業務等に従事する意思がある者

・家庭の経済状況等から真に貸付けが必要と認められる者

【貸与】

月額50,000円以内

※返済免除制度有

ー
協議会ホームページ

よりダウンロード

学生課へ提出した

後、直接申請
5月13日

R7-17
佐賀県保育士修学

資金貸付制度

・佐賀県内に住所を有する方の子(又は申請者本人の本籍が佐賀県に

　ある)子ども家庭福祉学科の者

・卒業後、佐賀県内ならびに国立の施設等において保育業務等に従

　事する意思がある者

【貸与】

月額50,000円以内

※返済免除制度有

ー
協議会ホームページ

よりダウンロード

学生課へ提出した

後、直接申請
5月16日

R7-16
日本通運交通遺児等

支援奨学金

・保護者等を交通事故で失うか、重度の心身障害を負った方

・学生本人が交通事故により障害もしくは傷病を負った方

【給付】

月額30,000円
全国で20名

育英会ホームページ

よりダウンロード

学生課へ提出した

後、直接申請
5月15日

R7-15 ナガワひまわり財団

・学部2～4年生又は大学院修士課程の学生

・学費の支弁が困難で心身ともに優れている者

・原則、前年までのGPAが3.00以上の者

【給付】

月額30,000円

全国で55名

程度予定

財団ホームページよ

りダウンロード
直接申請 5月10日

R7-14
沖縄県国際交流

・ 人材育成財団

・両親又はいずれかが沖縄県内に住民登録している者

・学業、人物ともに優秀で、かつ経済的理由により学資の支弁が

　困難な者

・他の貸与奨学金を受けていない者

【貸与】

月額60,000円

全国で84名

程度予定

財団ホームページよ

りダウンロード
直接申請 5月9日

R7-13
熊本県保育士修学資金

（就職準備金のみ）

・4年生

・卒業後、熊本県内の保育所等で従事する意思があり、原則として熊本

県内に住民登録をしている者

・家庭の経済状況等から真に貸付けが必要と認められる者

【貸与】

月額200,000円以内

※返済免除制度有

ー
学生課窓口にて

受け取り
学生課へ提出 5月7日



R7-12 熊本県保育士修学資金

・令和6年度または令和7年度に子ども家庭福祉学科に入学した者

・卒業後、熊本県内の保育所等で従事する意思があり、原則として熊本

県内に住民登録をしている者

・家庭の経済状況等から真に貸付けが必要と認められる者

【貸与】

月額50,000円以内

※就職準備金、入学準

備金等も有

※返済免除制度有

ー
学生課窓口にて

受け取り
学生課へ提出 5月7日

R7-11 山口県ひとづくり財団

・保護者等が山口県内に住所を有していること

・向学心に富み有能な素質を有し、経済的理由により就学が困難と認め

られる者

・他の貸与型の奨学生でない者

【貸与】

月額52,000円

もしくは72,000円

ー
ポータルシステム掲示

板よりダウンロード
学生課へ提出 4月30日

R7-10 熊本市奨学生

・熊本市内に居住する方の被扶養者であること。

・経済的理由により就学が困難であると認められること。

・国、他の地方公共団体若しくはその他の団体からの奨学金又はこれと

同種の貸付けを受けていないこと。

【貸与】

月額51,000円

もしくは25,500円

ー
熊本市ホームページ

よりダウンロード
直接申請 4月30日

R7-9 鶴友奨学金

・申請者ならびに同一生計の家族が熊本県内に居住していること。

・人物、学業ともに優れ、かつ健康であって、奨学資金の給付が必要で

あると認められること。

【給付】

月額30,000円

学内から1名推薦

（学内選考有）

財団ホームページよ

りダウンロード
学生課へ提出 4月30日

R7-8 内村チカ育英財団

・志願者と生計を共にしている家族で主たる生計を維持しているものが

熊本県に移住していること。

・人物、学業ともに優秀であること。

・他の育英奨学事業を行う財団等から奨学金の給付を受けていない、ま

たは受ける予定がない者。（貸与型との併願は可）ただし、文部科学省

による「高等教育の修学支援新制度」ならびに「高等学校等修学支援金

制度」の活用はこの限りではありません。

【給付】

月額30,000円

学内から5名推薦

（学内選考有）

学生課窓口にて

受け取り
学生課へ提出 4月25日

R7-7
生命保険協会

保育士養成給付型奨学生

・子ども家庭福祉学科の4年生で学業・人物ともに優秀であって、かつ

健康である学生

・修業において経済的援助を必要とする学生

・将来保育の専門職として活躍する志をもった学生

【給付】

月額20,000円

学内から1名推薦

（学内選考有）

学生課窓口にて

受け取り
学生課へ提出 5月2日

R7-6 壽崎育英財団（留学生）

・熊本県内の市町村に外国人登録をしている者

・人物学業ともにすぐれ、かつ健康であること

・年2回、受領書と近況報告の手紙を財団宛に送ることのできる者

【給付】

月額15,000円
ー

財団ホームページよ

りダウンロード
学生課へ提出 4月14日

R7-5 壽崎育英財団

・申請者と生計を共にしている家族で主たる生計を維持している者が九

州地方に住んでいること。または留学生であること

・人物学業ともにすぐれ、かつ健康であること

・年2回、受領書と近況報告の手紙を財団宛に送ることのできる者

【給付】

月額15,000円
県内で20名

財団ホームページよ

りダウンロード
学生課へ提出 4月14日



R7-4 松藤奨学育成基金

・家計支持者等が長崎県内に住所を有する者

・向学心に富み、有能な素質を持ちながら経済的理由によって修学の継

続が著しく困難である者

【貸与】

月額48,000円
ー

財団ホームページよ

りダウンロード
学生課へ提出 5月7日

R7-3 八代市奨学資金貸付

・本人または保護者が市内に引き続き3年以上居住し、経済的理由のた

め就学が困難である者

・同種の奨学金を日本学生支援機構などから支給または貸与されていな

い者

【貸与】

月額50,000円以内
ー

八代市ホームページ

よりダウンロード
直接申請 4月18日

R7-2 鉄道弘済会 将来、社会福祉関係の事業所や福祉施設等に従事する意欲のある方。
【貸与】

月額40,000円
全国で30名

ポータルシステム掲示

板よりダウンロード
学生課へ提出 4月21日

R7-1
岩田産業グループ

信楽喜財団

(1) 九州に本拠地を置く大学及び農業高校に在籍する学生・生徒

(2) 経済的な支援を要する者（世帯年収 6,000千円未満）

(3) 他の民間の奨学金との併給は不可。ただし、国、地方自治体、日本

学生支援機構の奨学金は、併用受給可能です。（高校や大学に問合せす

る場合もあります。）

年額36万円

・年2回

・18万円ずつ給付

全国で

大学生・高校生

合わせて10名

財団のホームページにあ

る「応募フォーム」より

送信後個別に案内

学生課へ提出 12月20日


